
平
成
三
十
一
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト

特
別
支
援
学
校
中
学
部
　
国
語

解
答
に
つ
い
て
の
注
意
点

１　

�

問
題
は
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
大
問
１
、
教
科
等
に
関
す
る
大
問
２
～
大
問
５
の
各
問
題
か
ら�

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

解
答
用
紙
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
と
記
述
式
解
答
用
紙
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

３　

�

大
問
１
～
大
問
３
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
、
大
問
４
、
５
に
つ
い
て
は
、
記
述
式
解
答

用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

�

解
答
用
紙
が
配
付
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
等
を
記
入
し
、
受
験
番
号
に
対
応
す
る

数
字
を
、
鉛
筆
で
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

記
述
式
解
答
用
紙
は
、
全
て
の
用
紙
の
上
部
に
受
験
番
号
の
み
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

�

大
問
１
～
大
問
３
の
解
答
は
、
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
、
問
題
で
指
示
さ
れ
た
解
答
番
号
の
欄
に
あ
る
数
字

の
う
ち
一
つ
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

�

例
え
ば
、「
解
答
番
号
は

１

」
と
表
示
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
、「
３
」
と
解
答
す
る
場
合
は
、�

解
答
番
号
１
の
欄
に
並
ん
で
い
る　
①　
②　
③　
④　
⑤　
の
中
の　
③　
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

６　

�

間
違
っ
て
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
以
上
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
解
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

７　

そ
の
他
、
係
員
が
注
意
し
た
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

指
示
が
あ
る
ま
で
中
を
あ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。



　
大
阪
府
で
は
、「
障
害
」
と
い
う
言
葉
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
人
や
人
の
状
態
を
表
す
場
合
は
、「
害
」
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な

表
記
と
し
、「
障
が
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
問
題
中
で
は
、
機
関
・
団
体
の
名
称
等
の
固
有
名
詞
や
、
法
令
や
文
献
等
か
ら
の

引
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
も
と
の
「
障
害
」
の
表
記
に
し
て
い
ま
す
。

　
�　
特
別
支
援
教
育
に
関
連
す
る
法
令
や
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
、
次
の
（
１
）
～
（
５
）
の
問
い
に
答
え
よ
。

（
１
�）
次
の
文
は
、
障
害
者
基
本
法
（
平
成
25年

６
月
26日

改
正
）
の
第
三
条
の
条
文
で
あ
る
。
空
欄
Ａ
～
Ｃ
に
当
て

は
ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

１

第
三
条
�　
第
一
条
に
規
定
す
る
社
会
の
実
現
は
、
全
て
の
障
害
者
が
、
障
害
者
で
な
い
者
と
等
し
く
、
基
本
的

人
権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
そ
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
保
障
さ

れ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
旨
と
し
て
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
一
�　
全
て
障
害
者
は
、

A
と
し
て
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す

る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

　
　
二
�　
全
て
障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、
ど
こ
で
誰
と
生
活
す
る
か
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、

地
域
社
会
に
お
い
て

Ｂ
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
。

　
　
三
�　
全
て
障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、
言
語
（
手
話
を
含
む
。）
そ
の
他
の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に
つ

い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、

Ｃ
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会

の
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

　
₁

 　
社
会
を
構
成
す
る
一
員
　
　
　
他
の
人
々
と
共
生
　
　
　
情
報
の
収
集
又
は
整
理

　
₂

 　
地
域
を
構
成
す
る
一
員
　
　
　
自
立
し
て
生
活
　
　
　
　
情
報
の
収
集
又
は
整
理

　
₃

 　
社
会
を
構
成
す
る
一
員
　
　
　
他
の
人
々
と
共
生
　
　
　
情
報
の
取
得
又
は
利
用

　
₄

 　
社
会
を
構
成
す
る
一
員
　
　
　
自
立
し
て
生
活
　
　
　
　
情
報
の
取
得
又
は
利
用

　
₅
�　
地
域
を
構
成
す
る
一
員
　
　
　
自
立
し
て
生
活
　
　
　
　
情
報
の
取
得
又
は
利
用

１

─
�1�─

─ 1 ─



（
２
�）「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
平
成
27年

２
月
24日

閣
議
決
定
）
に
関
す

る
記
述
の
う
ち
、
正
し
い
も
の
の
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

２

　
ア
�　
行
政
機
関
等
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
務
・
事
業
の
公
共
性
に
鑑
み
、
障
が
い
者
差
別
の
解
消
に
率
先
し
て
取
り

組
む
主
体
と
し
て
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
が
法
的
義
務
と
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
者
に
つ
い
て
は
努
力

義
務
で
あ
る
。

　
イ
�　
障
が
い
者
の
事
実
上
の
平
等
を
促
進
し
、
又
は
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
特
別
の
措
置
、
例
え
ば
、
障
が
い
者

を
障
が
い
者
で
な
い
者
と
比
べ
て
優
遇
す
る
取
扱
い
（
い
わ
ゆ
る
積
極
的
改
善
措
置
）
に
つ
い
て
は
、
不
当
な
差

別
的
取
扱
い
に
は
当
た
ら
な
い
。

　
ウ
�　
対
象
と
な
る
障
が
い
者
は
、
い
わ
ゆ
る
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
た
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
（
発
達
障
が
い
を
含
む
。）、

そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
が
い
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
が
い
及
び
社
会
的
障

壁
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
エ
�　
障
が
い
者
差
別
の
解
消
を
効
果
的
に
推
進
す
る
に
は
、
障
が
い
者
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
の
相

談
等
に
的
確
に
応
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
相
談
窓
口
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
相
談
や
紛
争
解
決
な
ど
に
対
応
す
る
職
員
の
業
務
の
明
確
化
・
専
門
性
の
向
上
な
ど
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

　
₁

 　
ア
－
ウ

　
₂

 　
ア
－
イ

　
₃

 　
ア
－
エ

　
₄

 　
イ
－
ウ

　
₅
�　
イ
－
エ

─
�2�─

─ 2 ─



（
３
�）「
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
特
別
支
援
教
育
の
推
進

（
報
告
）」（

平
成
24年

７
月
23日

　
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
）
に
つ
い
て
、
次
の
①
、
②
の
問

い
に
答
え
よ
。

　
①
�　
下
の
文
は
、「
合
理
的
配
慮
」
の
決
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄

Ａ
～
Ｄ
に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

３

　「
合
理
的
配
慮
」
を
行
う
前
提
と
し
て
、
学
校
教
育
に
求
め
る
も
の
を
以
下
の
と
お
り
整
理
し
た
。

（
ア
）
障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
障
害
の
な
い
子
ど
も
が
共
に
学
び
共
に
育
つ
理
念
を
共
有
す
る
教
育

（
イ
）
一
人
一
人
の
状
態
を
把
握
し
、

A
の
最
大
限
の
伸
長
を
図
る
教
育
（
確
か
な
学
力
の
育
成
を
含
む
）

（
ウ
）
健
康
状
態
の
維
持
・
改
善
を
図
り
、

B
を
つ
く
る
教
育

（
エ
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
人
と
の
関
わ
り
を
広
げ
る
教
育

（
オ
）

C
を
深
め
自
立
し
社
会
参
加
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
教
育

（
カ
）

D
を
高
め
て
い
く
教
育

　
　
　
　
　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｃ
　
　
　
　
　
　
　Ｄ

　
₁

 　
子
ど
も
の
個
性
　
　
　
　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
基
盤
　
　
　
　
他
者
理
解
　
　
　
自
己
肯
定
感

　
₂

 　
一
人
一
人
の
能
力
　
　
　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
基
盤
　
　
　
　
他
者
理
解
　
　
　
自
己
肯
定
感

　
₃

 　
子
ど
も
の
個
性
　
　
　
　
学
齢
期
に
お
け
る
健
や
か
な
体
　
　
　
自
己
理
解
　
　
　
自
己
有
用
感

　
₄

 　
一
人
一
人
の
能
力
　
　
　
学
齢
期
に
お
け
る
健
や
か
な
体
　
　
　
他
者
理
解
　
　
　
自
己
有
用
感

　
₅
�　
一
人
一
人
の
能
力
　
　
　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
基
盤
　
　
　
　
自
己
理
解
　
　
　
自
己
肯
定
感

─
�3�─

─ 3 ─



　
②
�　
下
の
文
は
、「
多
様
な
学
び
の
場
の
整
備
と
学
校
間
連
携
等
の
推
進
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

下
線
部
ア
～
オ
の
語
句
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
を
◯
、
誤
っ
て
い
る
も
の
を
×
と
し
た
場
合
、
正
し
い
組
合
せ
は

ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

４

　
特
別
支
援
学
校
は
、
小
・
中
学
校
等
の
教
員
へ
の
支
援
機
能
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
ア
教
材
・
教
具
提

供
機
能
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
等
へ
の
指
導
・
支
援
機
能
、
関
係
機
関
等
と
の
イ
連
絡
・
調
整
機
能
、

小
・
中
学
校
等
の
教
員
に
対
す
る
研
修
協
力
機
能
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
等
へ
の
施
設
設
備
等
の
提
供
機
能

と
い
っ
た
ウ セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
有
し
て
い
る
。
今
後
、域
内
の
教
育
資
源
の
組
合
せ
（
ス
ク
ー
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
）

の
中
で
エ ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
発
揮
し
、
オ 通
級
に
よ
る
指
導
な
ど
発
達
障
害
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
の
あ
る

児
童
生
徒
等
へ
の
指
導
・
支
援
機
能
を
拡
充
す
る
な
ど
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
ア
　
　
イ
　
　
ウ
　
　
エ
　
　
オ

　
₁

 　
×
　
　
○
　
　
○
　
　
×
　
　
○

　
₂

 　
○
　
　
○
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
₃

 　
○
　
　
×
　
　
○
　
　
○
　
　
○

　
₄

 　
×
　
　
○
　
　
×
　
　
○
　
　
×

　
₅
�　
○
　
　
×
　
　
○
　
　
×
　
　
○

─
�4�─

─ 4 ─



（
４
�）
学
校
教
育
法
（
平
成
29年

５
月
改
正
）
又
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
平
成
30年

３
月
改
正
）
に
お
け
る
特
別

支
援
学
校
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
、
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

５

　
₁

 　
特
別
支
援
学
校
で
は
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
を
除
い
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
₂

 　
特
別
支
援
学
校
に
は
、
高
等
部
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
₃

 　
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
同
時
に
授
業
を
受
け
る
一
学
級
の
生
徒
数
は
、
三
十
人
以
下
を
標
準
と
す
る
。

　
₄

 　
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
、
中
学
部
又
は
高
等
部
の
学
級
は
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
視
覚

障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
肢
体
不
自
由
者
又
は
病
弱
者
の
別
ご
と
に
編
制
す
る
も
の
と
す
る
。

　
₅
�　
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
、
中
学
部
又
は
高
等
部
に
お
い
て
は
、
知
的
障
害
者
で
あ
る
児
童
若
し
く
は
生
徒
又

は
複
数
の
種
類
の
障
害
を
併
せ
有
す
る
児
童
若
し
く
は
生
徒
を
教
育
す
る
場
合
に
お
い
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
国
語
と
算
数
（
数
学
）
の
み
、
合
わ
せ
て
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

─
�5�─

─ 5 ─



（
５
�）
学
校
教
育
法
施
行
令
（
平
成
29年

９
月
改
正
）
第
二
十
二
条
の
三
で
定
め
る
視
覚
障
害
者
等
の
障
害
の
程
度
に

つ
い
て
、
空
欄
Ａ
～
Ｅ
に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

　
　

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

区
分

障
害
の
程
度

視
覚
障
害
者

　
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね

A
未
満
の
も
の
又
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
害

が
高
度
の
も
の
の
う
ち
、
拡
大
鏡
等
の
使
用
に
よ
つ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
等
の
視

覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程
度
の
も
の

聴
覚
障
害
者

　
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね

B
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の
の
う
ち
、
補

聴
器
等
の
使
用
に
よ
つ
て
も
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困

難
な
程
度
の
も
の

知
的
障
害
者

一
�　
知
的
発
達
の
遅
滞
が
あ
り
、
他
人
と
の
意
思
疎
通
が
困
難
で
日
常
生
活
を
営
む

の
に
頻
繁
に
援
助
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

二
�　
知
的
発
達
の
遅
滞
の
程
度
が
前
号
に
掲
げ
る
程
度
に
達
し
な
い
も
の
の
う
ち
、

C
が
著
し
く
困
難
な
も
の

肢
体
不
自
由
者

一
�　
肢
体
不
自
由
の
状
態
が

D
に
よ
つ
て
も
歩
行
、
筆
記
等
日
常
生
活
に
お

け
る
基
本
的
な
動
作
が
不
可
能
又
は
困
難
な
程
度
の
も
の

二
�　
肢
体
不
自
由
の
状
態
が
前
号
に
掲
げ
る
程
度
に
達
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
常
時

の
医
学
的
観
察
指
導
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

病
弱
者

一
�　
慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
、
腎
臓
疾
患
及
び
神
経
疾
患
、
悪
性
新
生
物
そ
の
他
の
疾

患
の
状
態
が

E
医
療
又
は
生
活
規
制
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の
�

二
　
身
体
虚
弱
の
状
態
が

E
生
活
規
制
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

　
　
　
　
Ａ
　
　
　
　

　Ｂ
　
　
　
　
　
　
　Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｅ

　
₁

 　
〇
・
三
　
　
　
六
〇
　
　
　
社
会
生
活
へ
の
適
応
　
　
　
補
装
具
の
使
用
　
　
　
継
続
し
て

　
₂

 　
〇
・
一
　
　
　
六
〇
　
　
　
環
境
の
把
握
　
　
　
　
　
　
補
装
具
の
使
用
　
　
　
お
お
む
ね
六
ヶ
月
以
上
の

　
₃

 　
〇
・
三
　
　
　
八
〇
　
　
　
社
会
生
活
へ
の
適
応
　
　
　
適
切
な
介
助
　
　
　
　
お
お
む
ね
六
ヶ
月
以
上
の

　
₄

 　
〇
・
三
　
　
　
六
〇
　
　
　
環
境
の
把
握
　
　
　
　
　
　
補
装
具
の
使
用
　
　
　
お
お
む
ね
六
ヶ
月
以
上
の

　
₅
�　
〇
・
一
　
　
　
八
〇
　
　
　
社
会
生
活
へ
の
適
応
　
　
　
適
切
な
介
助
　
　
　
　
継
続
し
て

─
�6�─
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��　
�　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（５）
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

文
学
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、「
言
葉
」「
人
間
」「
状
況
」
と
い
う
三
つ
の
Ａ
イ
ン
シ
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、「
言
葉
」「
人
間
」「
状
況
」
に
関
し
て
、
近
代
の
人
文
学
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
学
問
領
域
を
切

り
開
い
て
き
た
。
た
と
え
ば
「
言
葉
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
言
語
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、「
人
間
」
に

関
し
て
は
、哲
学
や
倫
理
学
を
通
し
て
実
存
的
な
問
題
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。「
状
況
」
に
関
し
て
は
、

歴
史
学
、
社
会
学
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
科
学
の
方
法
的
蓄
積
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
あ
え
て
①
文

学
研
究
の
意
義
を
問
う
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
実
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
で
も
あ
っ
て
い
ず
れ
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
、

す
な
わ
ち
そ
の
要
諦
は
、「
言
葉
」「
人
間
」「
状
況
」
相
互
の
「
あ
い
だ
」
を
一
個
の
関
係
概
念
と
し
て
読
み
解
い
て

い
く
方
法
論
に
こ
そ
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

す
べ
て
の
出
発
点
に
ま
ず
「
言
葉
」
が
あ
り
、
言
葉
で
構
築
さ
れ
た
虚
構
世
界
へ
の
関
心
を
抜
き
に
文
学
は
成
り
立

た
な
い
。
そ
の
上
で
、
虚
構
世
界
の
生
成
と
Ｂ
キ
ョ
ウ
ジ
ュ
に
深
く
か
か
わ
る
「
人
間
」
と
「
状
況
」
の
、
そ
の
可
変

的
な
相
互
関
係
を
問
う
発
想
に
こ
そ
、
文
学
研
究
本
来
の
面
目
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら

く
そ
の
際
の
要
点
は
、
相
互
関
係
の
ベ
ク
ト
ル
が
常
に
双
方
向
を
指
す
矢
印
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
に
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
「
人
間
」
が
「
言
葉
」
を
決
定
す
る
、
と
い
う
一
方
向
に
ベ
ク
ト
ル
が
局
限
さ
れ
た
そ

の
瞬
間
に
、
作
業
は
人
物
論
な
い
し
は
環
境
決
定
論
に
埋
没
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
三
歳
で
孤
児
に
な
っ
た
と
い

う
事
実
が
そ
の
後
の
川
端
康
成
の
文
学
の
す
べ
て
を
規
定
し
た
、
と
い
う
説
明
の
よ
う
に
⋮
⋮
。
仮
に
一
人
の
人
間
が

あ
る
言
葉
を
用
い
た
と
き
、
逆
に
そ
の
言
葉
が
そ
の
人
間
を
Ｃ
コ
ウ
ソ
ク
し
、
そ
こ
に
生
ず
る
違
和
が
、
人
間
を
あ
ら

た
に
変
革
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
は
ず
だ
。
川
端
が
み
ず
か
ら
を
「
孤
児
」
と
規
定
し
よ
う
と
し
、
つ
い
に
な
し

え
ぬ
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
い
か
な
る
虚
構
世
界
が
あ
ら
た
に
切
り
開
か
れ
て
い
っ
た
の
か
、
を
問
う
と
こ
ろ
か

ら
お
そ
ら
く
研
究
と
い
う
営
為
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
ま
た
、
あ
る
状
況
が
あ
る
文
学
を
生
み
出
し
た
、
と
い
う
説
明
の
ス
タ
イ
ル
、
あ
る
い
は
文
学
テ
ク
ス
ト
が

あ
る
状
況
の
「

②

」
と
し
て
あ
る
、
と
い
う
発
想
に
も
落
と
し
穴
が
潜
ん
で
い
る
。
一
方
向
の
矢

印
の
み
に
基
づ
く
、
い
わ
ゆ
る
素
朴
反
映
論
的
な
発
想
が
、
歴
史
社
会
学
派
か
ら
近
年
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
に
至
る
ま
で
、
と
も
す
れ
ば
方
法
自
体
の
生
命
を
安
易
に
消
費
し
て
き
て
し
ま
っ
た
不
幸
な
歴
史
を
わ
れ
わ
れ
は

知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
言
葉
が
そ
の
時
代
の
影
響
か
ら
離
れ
て
成
り
立
ち
得
ぬ
こ
と
は
自
明
だ
が
、
言

葉
は
単
に
反
映
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
同
時
に
ま
た
、
時
代
の
論
理
と
違
和
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
亀
裂
が
状
況

自
体
の
さ
ら
な
る
変
革
を
促
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
そ
こ
に
は
あ
る
は
ず
だ
。「
転
向
」
に
せ
よ
、「
戦
争
犯
罪
」
に

せ
よ
、
そ
れ
を
語
る
言
説
は
、
単
に
政
治
的
歴
史
的
な
立
ち
位
置
の
表
明
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
語
ろ
う

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
違
和
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
無
意
識
に
抱
く
時
代
認
識
の
組
み
替
え
が
起
こ
っ
て

い
く
③
事
実
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
も
っ
と
も
困
難
な
の
は
、
流
行
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
相
互
変
革
的
な
関
係
か
ら
普
遍
的
な
る

も
の
を
め
ざ
し
て
い
く
中
庸
の
精
神
な
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
の
半
世
紀
の
文
学
研
究
を
と
り
ま
く
状
況
は
、

矢
印
が
一
方
向
に
偏
る
こ
と
を
あ
え
て
省
み
ず
、
み
ず
か
ら
の
方
法
的
な
特
権
を
信
じ
続
け
て
き
た
歴
史
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
研
究
の
個
別
の
成
果
が
、
か
え
っ
て
作
用
と
反
作
用
の
働
く
＂
場
＂
を
見
え
に
く
く
し
て
き
た
の
だ

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
は
な
は
だ
不
幸
な
事
態
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。「
言
葉
」
を
通
し
て
「
人
間
」
と
「
状
況
」

と
の
可
変
的
な
相
互
関
係
を
問
い
返
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
︱
︱
こ
う
し
た
基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
が
、
実
は
い
つ
の

時
代
に
あ
っ
て
も
も
っ
と
も
困
難
な
道
な
の
で
あ
る
。

︵
安
藤
宏　
﹃
近
代
小
説
の
表
現
機
構
﹄
よ
り
︶

２ⅠⅡⅢⅣⅤ

─�6�─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
﹃
近
代
小
説
の
表
現
機
構
﹄
安
藤
宏　

岩
波
書
店

　
　
　

７
ペ
ー
ジ
８
行
目
か
ら
９
ペ
ー
ジ
１
０
行
目
ま
で
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（１）�　

∥
線
部
Ａ
～
Ｃ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
す
と
き
、
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の

₁
～
₅
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は
、
Ａ
は

９

、
Ｂ
は

10

、
Ｃ
は

11

　
　

Ａ　

イ
ン
シ

　
　
　

₁　

詩
の
イ
ン
リ
ツ
を
感
じ
る
。　
　
　
　
　

₂　

村
の
イ
ン
シ
ュ
ウ
を
改
め
る
。

　
　
　

３　

イ
ン
シ
ョ
ク
店
を
経
営
す
る
。　
　
　
　

₄　

京
都
の
ジ
イ
ン
に
行
く
。

　
　
　

₅　

七
十
歳
で
イ
ン
キ
ョ
す
る
。

　
　

Ｂ　

キ
ョ
ウ
ジ
ュ

　
　
　

₁　

コ
キ
ョ
ウ
に
帰
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

₂　

燃
料
を
キ
ョ
ウ
キ
ュ
ウ
す
る
。

　
　
　

３　

キ
ョ
ウ
ジ
ュ
ン
な
態
度
で
臨
む
。　
　
　

₄　

催
し
で
ヨ
キ
ョ
ウ
を
す
る
。

　
　
　

₅　

人
生
を
キ
ョ
ウ
ラ
ク
す
る
。

　
　

Ｃ　

コ
ウ
ソ
ク　

　
　
　

₁　

太
陽
は
コ
ウ
セ
イ
で
あ
る
。　
　
　
　
　

₂　

大
臣
を
コ
ウ
テ
ツ
す
る
。

　
　
　

３　

表
現
の
ギ
コ
ウ
を
こ
ら
す
。　
　
　
　
　

₄　

規
則
に
コ
ウ
デ
イ
す
る
。

　
　
　

₅　

明
日
イ
コ
ウ
に
連
絡
す
る
。

　

（２）�　

│
│
線
部
①
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

12

　
　
　

₁�　

こ
れ
ま
で
独
自
で
行
わ
れ
て
き
た
言
語
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
実
存
的
な
問
題
追
究
と
社
会
科
学
と
を
一
個

の
関
係
概
念
と
し
て
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
文
学
研
究
の
意
義
が
あ
る
。

　
　
　

₂ 　
「
人
間
」
が
「
言
葉
」
を
決
定
し
た
り
、
あ
る
状
況
が
文
学
を
生
み
出
し
た
り
す
る
よ
う
に
、「
人
間
」
や

「
状
況
」
が
「
言
葉
」
に
与
え
る
影
響
を
読
み
解
く
こ
と
に
文
学
研
究
の
意
義
が
あ
る
。

　
　
　

３�　

文
学
研
究
の
出
発
点
で
あ
る
「
言
葉
」
を
中
心
に
、
哲
学
や
倫
理
学
を
通
し
て
「
人
間
」
を
、
歴
史
学
や

社
会
学
を
通
し
て
「
状
況
」
を
と
ら
え
、
そ
の
関
係
を
問
う
こ
と
に
文
学
研
究
の
意
義
が
あ
る
。

　
　
　

₄�　

言
葉
で
構
築
さ
れ
た
虚
構
世
界
に
深
く
関
わ
る
「
人
間
」
と
「
状
況
」
の
可
変
的
な
相
互
関
係
を
双
方
向

の
ベ
ク
ト
ル
の
矢
印
で
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
文
学
研
究
の
意
義
が
あ
る
。

　
　
　

₅�　
「
言
葉
」「
人
間
」「
状
況
」
と
い
う
文
学
を
構
成
す
る
要
素
が
、
そ
れ
ぞ
れ
文
学
に
与
え
る
関
係
を
ベ
ク

ト
ル
の
大
き
さ
や
方
向
性
で
と
ら
え
て
い
く
こ
と
に
文
学
研
究
の
意
義
が
あ
る
。

　

（３）　

空
欄
②
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

　
　
　

₁　

違
和　
　
　

₂　

問
題　
　
　

３　

表
象　
　
　

₄　

錯
覚　
　
　

₅　

矢
印

─�7�─

７

８

９

10

11
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（４）�　

│
│
線
部
③
と
あ
る
が
、
こ
の
段
落
で
の
「
事
実
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か

ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

　
　
　

₁�　

言
葉
は
そ
の
時
代
の
反
映
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
状
況
が
無
意
識
に
あ
る
文
学
を
生
み

出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

₂�　
「
転
向
」
や
「
戦
争
犯
罪
」
を
語
る
言
葉
は
、
政
治
的
歴
史
的
な
立
ち
位
置
を
表
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、

時
代
認
識
を
変
え
て
い
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

３�　

言
葉
は
そ
の
時
代
の
影
響
を
受
け
ず
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
論
理
と
違
和
を
引
き
起

こ
し
、
時
代
認
識
を
変
革
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

₄ 　
「
状
況
」
と
「
言
葉
」
の
関
係
に
お
い
て
、
素
朴
反
映
論
的
な
発
想
が
社
会
科
学
の
生
命
を
消
費
し
て
し

ま
っ
た
と
い
え
、
時
代
の
論
理
と
の
違
和
や
亀
裂
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

　
　
　

₅�　

あ
る
状
況
を
言
葉
で
語
ろ
う
と
し
た
際
に
、
時
代
の
論
理
と
の
間
に
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
の
時
代
認
識
が
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
。

　

（５）　

こ
の
文
章
の
構
成
・
展
開
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₄
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

15

　
　
　

₁�　

段
落
Ⅰ
～
段
落
Ⅳ
で
近
代
の
文
学
研
究
の
問
題
点
と
筆
者
の
考
え
る
文
学
研
究
の
あ
り
方
を
説
明
し
、

段
落
Ⅴ
で
筆
者
の
考
え
る
文
学
研
究
を
歴
史
的
に
ま
と
め
て
普
遍
化
し
て
い
る
。

　
　
　

₂�　

段
落
Ⅱ
の
前
半
で
は
、「
言
葉
」「
人
間
」「
状
況
」
に
関
し
て
、
近
代
の
人
文
学
が
独
自
の
学
問
領
域
を

切
り
開
い
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
例
を
あ
げ
な
が
ら
一
般
的
な
説
明
を
し
て
い
る
。

　
　
　

３�　

段
落
Ⅲ
「
三
歳
で
孤
児
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
が
そ
の
後
の
川
端
康
成
の
文
学
の
す
べ
て
を
規
定
し
た
」

と
い
う
表
現
は
、「
人
間
」
が
「
言
葉
」
を
決
定
す
る
と
い
う
一
方
向
に
ベ
ク
ト
ル
が
局
限
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
例
示
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

₄�　

段
落
Ⅴ
＂
場
＂
は
、段
落
Ⅱ
「
一
個
の
関
係
概
念
と
し
て
読
み
解
い
て
い
く
方
法
論
」、段
落
Ⅴ
「
普

遍
的
な
る
も
の
を
め
ざ
し
て
い
く
中
庸
の
精
神
」
と
い
う
表
現
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

─�8�─
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��　
�　

次
の
漢
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（８）
の
問
い
に
答
え
よ
。︵
設
問
の
都
合
に
よ
り
、
返
り
点
を
施
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。︶

　
　

①
竹　
似
レ

賢
、
何　
哉
。
竹　
本　
固
、
固　
以　
樹
レ

德
。
君　
子　
見
二

其　
本
一
、
則　
思
二

善　
建　
不
レ

拔　
者
一
。
竹　

性　
直
、
直　
以　
立
レ
身
。
君　
子　
見
二
其　
性
一
、
則　
思
二
中　
立　
不
レ
倚　
者
一
。
竹　
心　
空
、
空　
以　
體
レ
衟
。
君　
子　

見
二
其　
心
一
、
則　
思
二
應　
用　
虛　
受　
者
一
。
竹　
節　
貞
、
貞　
以　
立
レ
志
。
君　
子　
見
二
其　
節
一
、
則　
思
下
砥⊖

二
礪　
名　

行
一
、
夷　
險　
一　
致　
者
上
。
夫　
如
レ
是
、
故　
君　
子　
人　
多　
樹
レ
之　
爲
二
庭　
實
一
焉
。

　
　

貞　
元　
十　
九　
年　
春
、
居　
易　
以
二

拔　
萃
一

選　
乁
ア
第
、
二

校　
書　
郞
一
。
始　
於
二

長　
安
一

求
二

假　
居　
處
一
、

得
二

常　
樂　
里　
故　
關　
相　
國　
私　
第　
之　
東　
亭
一

而　
處
レ

之
。
明　
日
、
履　
乁
二

于　
亭　
之　
東　
南　
隅
一
、
見
二

叢　

竹　
於　
斯
一
。
枝　
葉　
殄　
瘁
、
無
レ

聲　
無
レ

色
。
詢
二

于　
關　
氏　
之　
老
一
、
則　
曰
、
此　
相　
國　
之
イ
手　
植　
者
。

自
二

相　
國　
捐
一レ

館
、
他　
人　
假　
居
。
由
レ

是　
筐　
篚　

者　
斬
レ

焉
、
篲　

箒　
者　
刈
レ
ウ
焉
。
刑　
餘　
之　
材
、
長　
無
レ

尋　
焉
、
數　
無
レ

百　
焉
。
　

有
三

凡　
草　
木　
雜⊖
二

生　
其　
中
一
、
菶　
茸　
薈　
鬱
、
有
二

無
レ

竹　
之　
心
一

焉
。
居　
易
、

惜
下
其
エ
嘗　
經
二
長　
者　
之　
手
一
、
而　
見
レ
賤
二
俗　
人　
之　
目
一
、
翦　
棄　
若
レ
是
、
本　
性　
犹　
存
上
。
乃　

二
蘙　

薈
一
、

除
二

糞　
壤
一
、
疏
二

其　
閒
一
、
封
二

其　
下
一
、
不
二

終　
日
一

而　
畢
。
於
レ

是　
日　
出　
有
二

淸　
陰
一
、
風　
來　
有
二

淸　
聲
一
。

依　
依　
然
、
欣　
欣　
然
、
若
レ
有
レ
情
二
於　
感　
遇
一
也
。

　
　

嗟　
乎
、
竹
、
植　
物　
也
、
於
レ
人　
何　
有　
哉
。
以
二
其　
有
一レ
似
二
於　
賢
一
、
而　
人
②
犹　
愛⊖

二
惜　
之
一
、
封⊖

二
植　
之
一
。

③
況　
其　
眞　
賢　
者　
乎
。
然　
則　
竹　
之　
於
二
草　
木
一
、
犹
三
賢　
之　
於
二
衆　
庶
一
。

　
　

嗚　
呼
、
竹　
不
レ
能
二
自　
異
一
、
惟　
人　
異
レ
之
。
賢　
不
レ
能
二
自　
異
一
、
④
惟　
用　
賢　
者　
異　
之
。
故　
作
二
養　
竹　

記
一
、
書
二
于　
亭　
之　
壁
一
、
以　
貽
二
其　
後　
之　
居
レ
斯　
者
一
、
亦　
欲
三
以　
聞
二
於　
今　
之　
用
レ
賢　
者
一
云
。

︵「
養
竹
記
」
よ
り
︶

　
　
　
　
︹
注
︺�

庭
實　
　

�

⋮��

こ
こ
で
は
庭
園
の
主
要
な
庭
木
の
こ
と
。

　
　
　
　

�

常
樂
里　

�

⋮�

東
市
の
東
に
あ
っ
た
坊
。

　
　
　
　

�

故
關
相
國�

⋮�﹃
新
唐
書
﹄
に
伝
の
み
え
る
関
播
と
い
う
人
物
の
こ
と
。

　
　
　
　

�

履
乁　
　

�

⋮�

歩
い
て
～
ま
で
行
く

　
　
　
　

�

筐
篚
者　

�

⋮�

竹
籠
を
編
む
者

　
　
　
　

�

篲
箒
者　

�

⋮�

竹
箒
を
作
る
者

３

─�9�─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
﹃
新
釈
漢
文
大
系
１
０
１　

白
氏
文
集
五
﹄
よ
り
「
養
竹
記
」

　
　
　

岡
村
繁　

明
治
書
院
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（１）�　

∥
線
部
ア
、
イ
と
同
じ
意
味
の
「
第
」、「
手
」
を
含
む
熟
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の

各
群
の
₁
～
₄
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は
、
ア
は

16

、
イ
は

17

　
　
　
　
　
　
　
　

₁　

第
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

₁　

名
手

　
　
　
　
　
　
　
　

₂　

第
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

₂　

手
記

　
　

ア　
「
第
」　　

３　

次
第　
　
　
　
　
　
　
　

イ　
「
手
」　　

３　

手
袋

　
　
　
　
　
　
　
　

₄　

登
第　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

₄　

挙
手

　

（２）�　

∥
線
部
ウ
、
エ
の
こ
こ
で
の
読
み
を
送
り
仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
表
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適

切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の
₁
～
₄
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は
、
ウ
は

18

、
エ
は

19

　
　
　
　
　
　
　
　

₁　

こ
こ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

₁　

か
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

₂　

こ
れ
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

₂　

な
め
て

　
　

ウ　
「
焉
」　　

３　

い
ず
く
ん
ぞ　
　
　
　
　

エ　
「
嘗
」　　

３　

こ
こ
ろ
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　

₄　

い
ず
く
に
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

₄　

こ
こ
ろ
み
る

　

（３）�　

│
│
線
部
①
と
あ
る
が
、
本
文
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
竹
と
賢
人
の
似
て
い
る
点
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の

と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₄
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

20

　
　
　

₁　

竹
の
根
本
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
点
と
、
賢
人
の
道
を
心
に
確
立
し
て
い
る
点
が
似
て
い
る
。

　
　
　

₂　

竹
の
性
質
が
ま
っ
す
ぐ
な
点
と
賢
人
の
中
庸
を
守
る
点
が
似
て
い
る
。

　
　
　

３　

竹
の
芯
が
空
洞
で
道
を
体
得
し
て
い
る
よ
う
な
点
と
賢
人
の
物
事
を
漠
然
と
受
け
入
れ
る
点
が
似
て
い
る
。

　
　
　

₄ 　

竹
の
節
が
あ
っ
て
節
操
が
あ
り
、
志
が
堅
い
点
と
賢
人
の
研
鑽
を
積
み
、
節
度
を
守
っ
た
生
き
方
を
す
る

点
が
似
て
い
る
。

　

（４）�　

│
│
線
部
②
に
つ
い
て
、「
犹
」
の
こ
こ
で
の
意
味
と
同
じ
意
味
を
表
す
文
字
は
ど
れ
か
。

　
　

₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

21

　
　
　

₁　

未　
　
　

₂　

将　
　
　

３　

当　
　
　

₄　

由　
　
　

₅　

蓋

　

（５）　

│
│
線
部
③
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
こ
と
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。

　
　

₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

22

　
　
　

₁　

古
来
、
人
間
は
竹
を
愛
惜
し
竹
籠
や
竹
箒
に
利
用
し
て
き
た
こ
と
。

　
　
　

₂　

竹
と
雑
草
と
の
関
係
が
賢
人
と
庶
民
と
の
関
係
に
似
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

３　

竹
は
所
詮
、
植
物
に
す
ぎ
ず
、
人
間
の
方
が
高
等
な
生
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

₄　

竹
は
植
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
る
で
人
間
と
同
じ
よ
う
に
感
情
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

₅　

竹
が
賢
人
に
似
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
人
間
が
竹
を
惜
し
ん
で
土
を
盛
っ
て
植
え
る
こ
と
。

─�10�─
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（６）　

│
│
線
部
④
の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

23

　
　
　

₁　

惟
だ
賢
を
用
ひ
る
者
を
之
と
異
に
す

　
　
　

₂　

惟
だ
賢
を
用
ひ
る
者
の
み
之
を
異
に
す

　
　
　

３　

惟
る
に
賢
の
み
用
ひ
る
者
之
を
異
に
す

　
　
　

₄　

惟
ふ
に
賢
を
用
ひ
る
者
を
之
と
異
に
す

　
　
　

₅　

惟
ふ
に
賢
を
用
ひ
る
者
之
の
み
を
異
に
す

　

（７）�　

こ
の
文
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
と
し
て
正
し
い
も
の
を
○
、
誤
っ
て
い
る
も
の
を
×
と
し
た
場
合
、
正
し

い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

24

　
　
ａ　

賢
人
だ
け
が
自
身
を
他
よ
り
優
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

ｂ　

竹
は
自
身
を
優
れ
た
存
在
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
人
間
だ
け
が
竹
を
優
れ
た
存
在
と
す
る
。

　
　
ｃ　

竹
は
時
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
に
対
す
る
感
慨
に
心
を
動
か
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　

ｄ�　

作
者
は
老
人
に
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
竹
を
植
え
、
育
っ
た
竹
の
す
ば
ら
し
さ
や
生
命
力
の
強
さ
を
壁
に
書

き
記
し
て
後
生
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。

　
　
ｅ�　

作
者
は
竹
が
人
々
に
無
視
さ
れ
た
よ
う
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
中
で
、
竹
を
手
厚
く
手
入
れ
し
た
人
々
に
対

し
気
の
毒
に
思
っ
た
。

　
　
　

₁　
ａ　

○　
　

ｂ　

○　
　
ｃ　

×　
　

ｄ　

○　
　
ｅ　

×

　
　
　

₂　
ａ　

×　
　

ｂ　

×　
　
ｃ　

○　
　

ｄ　

×　
　
ｅ　

○

　
　
　

３　
ａ　

×　
　

ｂ　

○　
　
ｃ　

×　
　

ｄ　

○　
　
ｅ　

○

　
　
　

₄　
ａ　

×　
　

ｂ　

○　
　
ｃ　

○　
　

ｄ　

×　
　
ｅ　

×

　
　
　

₅　
ａ　

○　
　

ｂ　

×　
　
ｃ　

×　
　

ｄ　

○　
　
ｅ　

○

　

（８）�　

次
の
文
章
は
「
養
竹
記
」
の
作
者
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
ａ
～
ｄ
に
入
る
語

と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
そ
れ
ぞ
れ
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は
、
ａ
は

25

、
ｂ
は

26

、
ｃ
は

27

、
ｄ
は

28

　
　

�　
「
養
竹
記
」
の
作
者
は
︵　
ａ　

︶
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
、︵　

ｂ　

︶
で
あ
る
。︵　

ｂ　

︶
の
「
養
竹
記
」

以
外
の
作
品
と
し
て
、「
長
恨
歌
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
﹃︵　

ｃ　

︶﹄
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

﹃︵　
ｃ　

︶﹄
は
、
平
安
時
代
に
日
本
で
流
行
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、﹃︵　

ｄ　

︶﹄
の
「
桐
壺
巻
」
に
お
け
る
、

「
楊
貴
妃
の
た
め
し
も
引
出
で
つ
べ
く
な
り
行
に
」と
い
う
表
現
や
、「
翼
を
な
ら
べ
枝
を
か
は
さ
ん
」と
い
う
表
現
、

並
び
に
﹃
枕
草
子
﹄
の
中
で
漢
籍
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
　
ａ　

₁　

後
漢　
　
　
　

₂　

東
晋　
　
　
　

３　

初
唐　
　
　
　

₄　

盛
唐　
　
　
　

₅　

中
唐

　
　

ｂ　

₁　

李
白　
　
　
　

₂　

杜
甫　
　
　
　

３　

孟
浩
然　
　
　

₄　

白
居
易　
　
　

₅　

王
維

　
　
ｃ　

₁　

白
氏
文
集　
　

₂　

詩
経　
　
　
　

３　

文
選　
　
　
　

₄　

李
太
白
集　
　

₅　

陶
淵
明
集

　
　

ｄ　

₁　

源
氏
物
語　
　

₂　

栄
花
物
語　
　

３　

平
家
物
語　
　

₄　

方
丈
記　
　
　

₅　

徒
然
草

─�11�─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
﹃
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１
９　

源
氏
物
語
一
﹄
よ
り
「
桐
壷
」
柳
井
滋�

ほ
か
校
注　

岩
波
書
店

　
　
　

４
ペ
ー
ジ
１
０
行
目
、
１
７
ペ
ー
ジ
３
行
目

21

22

23

24

25

26

─ 12 ─



��　
�　

次
の
文
章
は
﹃
今
物
語
﹄
の
第
三
話
並
び
に
第
四
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（８）
の
問
い
に
答

え
よ
。

　
　
　

三

　

あ
る
Ａ
殿
上
人
、
さ
る
べ
き
所
へ
ま
ゐ
り
た
り
け
る
に
、
を
り
し
も
雪
降
り
て
月
お
ぼ
ろ
な
り
け
る
に
、
中
門
の
板

に
候
ひ
て
、
寝
殿
①
な
る
女
房
に
あ
ひ
し
ら
ひ
け
る
が
、「
②
こ
の
お
ぼ
ろ
月
は
い
か
が
し
候
ふ
べ
き
」
と
言
ひ
た
り
け

れ
ば
、
女
房
、
返
事
は
な
く
て
、
と
り
あ
へ
ず
う
ち
よ
り
た
た
み
を
押
し
出
だ
し
た
り
け
る
心
ば
や
さ
、
い
み
じ
か
り

け
り
。

　

Ⅰ　

照
り
も
せ
ず
曇
り
も
は
て
ぬ
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
夜
に
し
く
物
ぞ
な
き

　
　
　

四

　

あ
る
殿
上
人
、
古
き
宮
ば
ら
へ
、
夜
ふ
く
る
ほ
ど
に
③
ま
ゐ
り
て
、
北
の
対
の
面
道
に
た
た
ず
み
け
る
に
、
Ｂ
局
に
お

る
る
人
の
け
し
き
あ
ま
た
し
け
れ
ば
、
ひ
き
隠
れ
て
の
ぞ
き
け
る
に
、
御
局
の
Ｃ
遣
水
に
、
螢
の
多
く
す
だ
き
け
る
を

④
見
て
、
先
に
た
ち
た
る
女
房
の
、「
螢
火
み
だ
れ
飛
ん
で
」
と
う
ち
な
が
め
た
る
に
、
次
な
る
人
、「
⑤
夕
殿
に
螢
飛
ん

で
」
と
口
ず
さ
む
。
し
り
に
た
ち
た
る
人
、「
隠
れ
⑥
ぬ
物
は
夏
虫
の
」
と
は
な
や
か
に
ひ
と
り
ご
ち
た
る
、と
り
ど
り
に
、

や
さ
し
く
も
お
も
し
ろ
く
て
、こ
の
男
、な
に
と
な
く
、ふ
し
な
か
ら
ん
も
本
意
な
く
て
、鼠
鳴
き
を
し
い
で
た
り
け
る
。

先
な
る
女
房
、「
物
お
そ
ろ
し
や
、
螢
に
も
声
の
あ
り
け
る
よ
」
と
て
、
つ
や
つ
や
さ
は
ぎ
た
る
け
し
き
な
く
、
う
ち

し
づ
ま
り
た
り
け
る
。
あ
ま
り
に
色
ふ
か
く
、
か
な
し
く
⑦
お
ぼ
え
け
る
に
、
い
ま
一
人
、「
⑧
鳴
く
虫
よ
り
も
、
と
こ
そ
」

と
と
り
な
し
た
り
け
り
。

　

こ
れ
も
思
ひ
入
り
た
る
ほ
ど
、
お
く
ゆ
か
し
く
て
、
す
べ
て
と
り
ど
り
に
や
さ
し
か
り
け
る
。

　

Ⅱ　

音
も
せ
で
み
さ
ほ
に
も
ゆ
る
螢
こ
そ
鳴
く
虫
よ
り
も
あ
は
れ
な
り
け
れ

　

Ⅲ　

螢
火
乱
飛
秋
已
近　
　

辰
星
早
没
夜
初
長

　

Ⅳ　

夕
殿
螢
飛
思
悄
然

　

Ⅴ　

つ
つ
め
ど
も
か
く
れ
ぬ
物
は
夏
虫
の
身
よ
り
あ
ま
れ
る
思
ひ
な
り
け
り

︵﹃
今
物
語
﹄
よ
り
︶

　

（１）�　

∥
線
部
Ａ
～
Ｃ
の
漢
字
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
よ
。

　

（２）　

│
│
線
部
①
、
⑥
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
基
本
形
、
活
用
形
、
本
文
中
で
の
文
法
的
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

　

（３）　

│
│
線
部
②
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

ア　

こ
の
お
ぼ
ろ
月
は
ど
う
し
て
今
夜
あ
ら
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

　
　

イ　

こ
の
お
ぼ
ろ
月
は
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

　
　

ウ　

こ
の
お
ぼ
ろ
月
は
ど
の
よ
う
に
愛
で
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か

　
　

エ　

こ
の
お
ぼ
ろ
月
は
ど
こ
で
見
る
の
が
美
し
い
で
し
ょ
う
か

　
　

オ　

こ
の
お
ぼ
ろ
月
は
以
前
ど
ち
ら
に
出
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か

４

─�12�─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
﹃
今
物
語
﹄
三
木
紀
人　

講
談
社

　
　
　

２
９
ペ
ー
ジ
１
１
行
目
か
ら
１
５
行
目
ま
で
、

　
　
　

３
４
ペ
ー
ジ
１
行
目
か
ら
３
５
ペ
ー
ジ
１
行
目
ま
で

─ 13 ─



　

（４）�　

│
│
線
部
③
の
敬
意
の
主
体
︵
誰
か
ら
の
敬
意
か
︶
と
、
敬
意
の
対
象
︵
誰
に
対
す
る
敬
意
か
︶
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

　
　

ア　

殿
上
人　
　

イ　

古
き
宮
ば
ら　
　

ウ　

女
房　
　

エ　

編
者

　

（５）�　

│
│
線
部
④
、
⑦
の
主
語
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

　
　

ア　

殿
上
人　
　

イ　

古
き
宮
ば
ら　
　

ウ　

女
房　
　

エ　

編
者

　

（６）�　

│
│
線
部
⑤
は
、「
長
恨
歌
」
の
一
節
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
表
現
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
心
情
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
か
。
次
に
示
し
た
「
長
恨
歌
」
の

一
部
を
ふ
ま
え
て
、
十
五
字
程
度
で
説
明
せ
よ
。

　
　
　
「
長
恨
歌
」
の
一
部

天　
旋　
日　
轉　
迴
二
龍　
馭
一

到
レ
此　
躊　
躇　
不
レ
能
レ
去

馬　
嵬　
坡　
下　
泥　
土　
中

不
レ
見
二
玉　
顏
一
空　
死　
處

君　
臣　
相　
顧　
盡　
霑
レ
衣

東　
望
二
都　
門
一
信
レ
馬　
歸

歸　
來　
池　
苑　
皆　
依
レ
舊

太　
液　
芙　
蓉　
未　
央　
柳

對
レ
此　
如　
何　
不
二
淚　
垂
一

芙　
蓉　
如
レ
面　
柳　
如
レ
眉

春　
風　
桃　
李　
花　
開　
日

秋　
雨　
梧　
桐　
葉　
落　
時

西　
宮　
南　
内　
多
二
秋　
草
一

落　
葉　
滿
レ
階　
紅　
不
レ
掃

梨　
園　
弟　
子　
白　
髮　
新

椒　
房　
阿　
監　
靑　
蛾　
老

夕　
殿　
螢　
飛　
思　
悄　
然

秋　
燈　
挑　
盡　
未
レ
能
レ
眠

遲　
遲　
鍾　
漏　
初　
長　
夜

耿　
耿　
星　
河　
欲
レ
曙　
天

鴛　
鴦　
瓦　
冷　
霜　
華　
重

舊　
枕　
故　
衾　
誰　
與　
共

悠　
悠　
生　
死　
別　
經
レ
年

魂　
魄　
不
二
曾　
來　
入
一レ
夢

─�13�─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
﹃
新
釈
漢
文
大
系
１
１
７　

白
氏
文
集
二
下
﹄

　
　
　

よ
り
「
長
恨
歌
」
岡
村
繁　

明
治
書
院

　
　
　

８
１
２
ペ
ー
ジ
１
２
行
目
か
ら

　
　
　

８
１
４
ペ
ー
ジ
３
行
目
ま
で
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（７）�　

│
│
線
部
⑧
は
Ⅱ
の
歌
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
、「
鳴
く
虫
」、「
螢
」
に
そ
れ
ぞ
れ

何
を
た
と
え
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

ア�　
「
鳴
く
虫
」
に
、
隠
れ
た
ま
ま
で
出
て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
れ
ず
、
女
房
た
ち
に
見
つ
か
り
そ
う
に
な
っ

た
た
め
、
鼠
鳴
き
を
す
る
こ
と
で
そ
の
場
を
取
り
繕
っ
た
男
を
た
と
え
、「
螢
」
に
、
男
の
鼠
鳴
き
を
螢
の
鳴

き
声
と
思
い
、
驚
い
た
女
房
た
ち
を
た
と
え
て
い
る
。

　
　

イ�　
「
鳴
く
虫
」
に
、
古
歌
を
交
え
た
会
話
の
流
れ
に
つ
い
て
い
け
ず
に
鼠
の
鳴
き
真
似
し
か
で
き
な
か
っ
た
女

房
を
た
と
え
、「
螢
」
に
、
鼠
の
鳴
き
真
似
に
対
し
て
諧
謔
を
交
え
た
発
言
で
そ
の
場
を
と
り
な
し
た
女
房
を

た
と
え
て
い
る
。

　
　

ウ�　
「
鳴
く
虫
」
に
、「
螢
の
中
に
も
鳴
く
螢
が
い
る
の
か
」
と
発
言
し
た
女
房
を
た
と
え
、「
螢
」
に
、
周
囲
で

そ
の
発
言
を
騒
ぎ
も
せ
ず
に
冷
や
や
か
に
聞
い
て
い
た
他
の
女
房
た
ち
を
た
と
え
て
い
る
。

　
　

エ�　
「
鳴
く
虫
」
に
、「
し
り
に
た
ち
た
る
人
」
の
発
言
に
返
答
で
き
ず
に
鼠
の
鳴
き
声
で
ご
ま
か
し
た
女
房
を

た
と
え
、「
螢
」
に
、
鼠
鳴
き
を
し
た
女
房
に
反
応
し
な
か
っ
た
男
を
た
と
え
て
い
る
。

　
　

オ�　
「
鳴
く
虫
」
に
、
古
歌
を
ふ
ま
え
て
返
答
で
き
ず
に
口
で
音
を
出
し
た
男
を
た
と
え
、「
螢
」
に
、
男
が
口
で

音
を
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
無
反
応
だ
っ
た
女
房
た
ち
を
た
と
え
て
い
る
。

　

（８）�　

次
の
各
文
の
う
ち
、
本
文
の
内
容
や
表
現
上
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
誤
っ
て
い
る
も
の
は
ど

れ
か
。
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

ア�　

第
三
話
に
お
い
て
、
女
房
は
、
殿
上
人
の
発
言
を
Ⅰ
の
和
歌
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
と
ら
え
、「
た
た
み
」
を

出
し
て
返
答
す
る
と
い
う
、
機
転
の
利
い
た
か
わ
し
方
を
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

イ�　

第
三
話
、
第
四
話
に
共
通
す
る
評
言
が
第
四
話
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
女
房
た
ち
の
教
養
と
機

知
に
対
す
る
讃
嘆
で
あ
る
。

　
　

ウ�　

第
四
話
に
お
い
て
は
、「
螢
」
を
題
材
と
す
る
、
連
想
に
よ
る
詩
歌
の
知
識
披
露
に
加
え
て
、
状
況
に
即
し

た
意
味
展
開
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

エ�　

第
四
話
で
は
和
歌
だ
け
で
な
く
漢
詩
文
を
ふ
ま
え
た
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
漢
詩
文
の
教
養
の
必
要
性
を

伝
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
、
そ
の
意
図
を
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
第
三
話
、
第
四
話
と
も
に
同
じ

状
況
設
定
で
描
く
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

─�14�── 15 ─



��　
�　

次
の
文
章
は
、
久
米
正
雄
の
小
説
﹃
虎
﹄
の
一
節
で
あ
る
。
セ
リ
フ
の
一
つ
も
な
い
動
物
の
役
し
か
与
え
ら
れ
な

い
役
者
・
深
井
八
輔
は
、
次
の
舞
台
で
も
虎
の
役
し
か
貰も

ら

え
ず
、
八
歳
に
な
る
役
者
志
望
の
息
子
の
手
前
、
複
雑
な

気
持
ち
の
ま
ま
日
々
過
ご
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
カ
バ
を
見
た
い
と
い
う
息
子
を
連
れ
て
上
野
の
動
物
園
に
向
か
う

電
車
で
、
偶
然
出
会
っ
た
Ｊ
新
聞
の
劇
評
家
に
、
本
当
は
虎
を
研
究
し
に
行
く
こ
と
を
見
透
か
さ
れ
、
卑
屈
な
態
度

を
と
っ
て
し
ま
う
。
本
文
は
そ
の
続
き
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（６）
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

上
野
の
秋
は
木
々
も
色
づ
い
て
、
広
く
白
い
散
歩
道
に
は
、
人
の
流
れ
が
所
々
に
日
傘
を
浮
か
し
て
動
い
て
い
た
。

屋
内
に
ば
か
り
居い

な馴
れ
た
深
井
は
、
青
空
の
下
で
自

お
の
ず
から

気
が
晴
々
し
た
。
彼
は
真ま

っ
直す

ぐ
に
動
物
園
へ
向
っ
た
。

　

園
内
に
入
る
と
、
亘わ

た
るは

喜
ん
で
駈か

け
出
そ
う
と
し
た
。
深
井
は
そ
れ
を
引
留
め
て
、

　
「
じ
ゃ
お
父
さ
ん
は
虎
を
見
て
い
る
か
ら
、
お
前
は
す
っ
か
り
見
て
廻ま

わ

っ
た
ら
帰
っ
て
お
い
で
。」
と
い
い
渡
し
た
。

亘
は
父
が
な
ぜ
そ
う
虎
に
興
味
を
持
つ
か
と
穿せ

ん
さ
く鑿

す
る
余
裕
も
な
く
、
Ａ
イ
サ
み
立
っ
て
父
の
許も

と

か
ら
の
解
放
を
喜
ん

だ
。
彼
は
も
う
走
っ
て
行
っ
て
、
猿
の
檻お

り

の
前
に
い
る
多
勢
の
子
供
の
中
に
Ｂ
マ
ギ
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

父
も
ま
た
子
か
ら
の
解
放
を
喜
ん
だ
。
そ
し
て
一
人
ゆ
っ
く
り
歩
を
運
ん
で
、
ず
っ
と
前
に
来
た
時
の
記
憶
を
辿た

ど

り

つ
つ
、
猛
獣
の
檻
を
探
し
廻
っ
た
。
目
ざ
す
虎
の
い
る
所
は
直す

ぐ
に
解
っ
た
。

　

彼
は
妙
な
心
持
で
檻
の
前
へ
立
っ
た
。
方ほ

う

二
間け

ん

ほ
ど
の
鉄
の
檻
の
中
に
は
、
彼
の
求
む
る
虎
そ
の
物
が
、
懶も

の
うげ

に
前

足
を
揃そ

ろ

え
て
、
蹲

う
ず
く
ま

っ
て
い
た
。
そ
の
薄
汚
れ
た
毛
並
み
と
、
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
日
の
よ
う
な
眼
光
が
、
先ま

ず
彼
の
眼

に
入
っ
た
時
、
彼
は
ち
ょ
っ
と
し
た
落
胆
を
感
じ
た
。
余
り
に
今
ま
で
想
像
し
て
い
た
、
猛
獣
の
威
勢
と
違
っ
た
か
ら

で
あ
る
。け
れ
ど
も
じ
っ
と
見み

つ凝
め
て
い
る
間
に
、彼
の
心
は
だ
ん
だ
ん
虎
に
同
情
し
て
来
た
。一
種
の
憐れ

ん
び
ん憫

と
と
も
に
、

妙
な
愛
情
さ
え
も
生
じ
て
来
た
。
こ
の
朗
ら
か
な
秋
の
日
を
、
う
す
ら
寒
く
檻
の
中
に
鎖と

ざ

さ
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
野
性
の

活
力
を
奪
わ
れ
、
た
だ
ど
ん
よ
り
と
蹲
っ
て
、
人
々
の
観
る
が
ま
ま
に
動
き
も
せ
ぬ
獣
、
そ
の
獣
こ
そ
は
自
分
の
境
遇

に
も
似
て
い
る
と
さ
え
感
じ
た
。
し
か
し
ど
こ
が
似
て
い
る
の
か
、
彼
自
身
に
も
解
ら
な
か
っ
た
。

　

彼
は
①
漠
然
と
そ
ん
な
感
慨
に
打
た
れ
て
自
分
が
こ
の
虎
に
扮ふ

ん

す
る
の
を
忘
れ
、
虎
の
肢
態
を
研
究
す
る
の
を
忘
れ

て
じ
っ
と
檻
の
前
に
立
っ
て
い
た
。

　

虎
も
動
か
な
か
っ
た
。
彼
も
動
か
な
か
っ
た
。
こ
の
不
思
議
な
Ｃ
タ
イ
シ
ョ
ウ
を
な
す
獣
と
人
と
は
、
ぼ
ん
や
り
互

い
に
見
合
っ
た
ま
ま
、
じ
っ
と
い
つ
ま
で
も
動
か
な
か
っ
た
。
終し

ま

い
に
は
深
井
は
、
虎
と
同
じ
心
持
を
持
ち
虎
と
同
じ

事
を
考
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

突
然
虎
は
顔
を
妙
に
歪ゆ

が

め
た
。
と
思
う
と
そ
の
途
端
に
、
そ
れ
だ
け
鮮
か
な
銀
色
の
髯ひ

げ

を
植
え
た
口
を
開
い
て
、
大

き
な
獣
の
欠あ

く
び伸
を
し
た
。
開
い
た
口
の
中
は
鮮
紅
色
で
、
牡ぼ
た
ん丹
と
い
う
よ
り
は
薔ば

ら薇
の
開
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
が
そ
れ

も
一
分
間
と
経
た
ず
に
、
虎
は
ま
た
元
の
よ
う
な
静
け
さ
に
帰
っ
た
。

　

ふ
と
わ
れ
に
帰
っ
た
深
井
は
、危
う
く
忘
れ
か
け
た
自
分
の
目
的
を
、再
び
心
に
蘇

よ
み
が
えら

せ
た
。
け
れ
ど
も
眼
前
の
虎
は
、

彼
に
た
だ
一
度
の
欠
伸
を
見
学
さ
せ
た
だ
け
で
、
あ
と
は
林
の
よ
う
に
動
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
満
足
し
た
。

こ
れ
だ
け
虎
の
気
持
に
な
れ
れ
ば
あ
と
は
、
自
分
で
勝
手
に
跳
ね
狂
え
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
「
そ
う
だ
。
一
つ
思
い
切
っ
て
虎
に
な
っ
て
や
る
ぞ
。
俺
に
は
色
男
の
気
持
な
ぞ
よ
り
も
、
も
っ
と
切
実
に
虎
の
気

持
が
解
る
の
だ
。」
こ
う
彼
は
心
に
叫
ん
だ
。

　

や
が
て
彼
は
そ
こ
へ
戻
っ
て
来
た
息
子
の
手
を
ひ
い
て
、
前
よ
り
も
も
っ
と
欣き

ん
ぜ
ん然
と
し
な
が
ら
、
動
物
園
の
門
を

出
た
。
︱
︱

　

翌
日
彼
は
ふ
と
Ｊ
新
聞
の
演
芸
一
夕せ

き

話わ

と
い
う
噂う

わ
さ
が
き書の

一
欄
を
見
た
。
す
る
と
そ
こ
に
は
②
麗
々
し
く
、「
例
の
動
物

役
者
で
売
っ
た
深
井
八
輔
は
、
こ
の
頃
で
は
す
っ
か
り
人
間
離
れ
が
し
て
し
ま
っ
て
、
昼
飯
は
に
ゃ
ご
に
ゃ
ご
い
い
な

が
ら
鮑

あ
わ
び

貝
で
食
い
、
給
金
は
チ
ン
チ
ン
後
足
で
立
ち
な
が
ら
、
貰
う
と
い
う
凝
り
方
だ
が
、
い
よ
い
よ
今
度
の
歌
舞
伎

座
で
も
役
も
あ
ろ
う
に
虎
一
役
で
大
収
ま
り
に
収
ま
り
、
動
物
園
に
通
っ
て
熱
心
に
研
究
中
。」
と
出
て
い
た
。
そ
れ

は
昨
日
会
っ
た
例
の
劇
評
家
が
、
③
筆
に
ま
か
せ
て
書
い
た
物
に
相
違
な
か
っ
た
。

　

彼
は
そ
れ
を
読
ん
だ
時
、
ち
ょ
っ
と
一
種
の
憤
激
に
近
い
も
の
を
心
に
起
し
た
。
が
し
か
し
そ
れ
は
す
ぐ
消
え
て
、

あ
と
に
は
苦
笑
と
な
り
、
次
い
で
晴
れ
や
か
な
微
笑
へ
推
移
し
た
。

５
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「
な
あ
に
こ
れ
が
俺
の
人
気
な
の
だ
。」

　

そ
う
思
う
と
彼
は
更
に
﹃
虎
﹄
一
役
を
成
功
さ
せ
る
必
要
を
感
じ
た
。
彼
は
も
う
煙た

ば
こ草

を
吸
い
な
が
ら
も
、
飯
を
食

い
な
が
ら
も
、
寝
床
の
中
に
い
な
が
ら
も
、
ひ
た
す
ら
虎
の
動
作
の
み
を
考
え
て
い
た
。

　

そ
の
中
に
い
よ
い
よ
初
日
は
来
た
。
そ
し
て
丁
数
は
進
ん
で
彼
が
虎
と
な
っ
て
現
わ
る
べ
き
三
幕
目
と
な
っ
た
。
彼

は
笑
い
顔
一
つ
せ
ず
に
、
虎
の
縫
ぐ
る
み

0

0

0

を
着
て
、
知
ら
せ
の
柝き

と
と
も
に
球
江
邸
の
露
台
上
に
横
た
わ
っ
た
。

　

幕
は
開
い
た
。
ま
だ
誰
も
登
場
し
な
か
っ
た
。
た
だ
懶
げ
に
寝
て
い
た
虎
が
、
よ
う
や
く
永
い
日
の
眠
り
か
ら
覚
め

た
よ
う
に
、ち
ょ
っ
と
身
を
動
か
し
て
一
声
二
声
「
う
う
っ
」
と
唸う

な

っ
た
。
そ
の
途
端
に
大
向
う
か
ら
、「
深
井
、深
井
！
」

と
呼
ぶ
声
が
五
つ
六
つ
掛
っ
た
。
深
井
は
内
心
尠す

く
なか

ら
ず
得
意
だ
っ
た
。

　

つ
づ
い
て
由
井
が
登
場
し
た
。
川
原
が
登
場
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
か
か
る
大
向
う
懸
け
声
は
、
深
井
の
そ
れ
に
劣

る
と
も
勝
ら
な
か
っ
た
。
深
井
は
「
そ
れ
見
ろ
」
と
思
っ
た
。
そ
し
て
内
心
益ま

す
ま
す々

得
意
だ
っ
た
。

　

劇
は
進
行
し
た
。
彼
は
由
井
と
川
原
と
の
会
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
自
分
が
跳
躍
す
べ
き
機
を
待
っ
て
い
る
。

劇
は
高
潮
に
達
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
彼
の
活
躍
す
べ
き
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
。

　

彼
は
先
ず
猫
と
も
虎
と
も
つ
か
ぬ
獣
の
伸
び
を
一
回
し
た
。
そ
れ
か
ら
徐お

も
むろ

に
一
、二
度
唸
っ
た
。
そ
し
て
球
江
の

揶か
ら
か揄

う
に
連
れ
て
、
猛
然
と
そ
の
胸
を
目
が
け
て
躍
り
か
か
っ
た
。
繋つ

な

い
で
あ
る
鎖
が
ぴ
ん
と
緊
張
す
る
ほ
ど
に
、
勢

い
込
ん
で
跳
ね
狂
っ
た
。

　

観
客
は
湧
き
立
っ
た
。「
深
井
、
深
井
！
」
と
呼
ぶ
声
が
随ず

い
し
ょ処

に
起
っ
た
。
彼
は
縫
ぐ
る
み

0

0

0

を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の

喝
采
を
聞
き
な
が
ら
、
殆ほ

と

ん
ど
わ
れ
を
忘
れ
て
跳
躍
し
た
。
も
う
不
平
も
な
か
っ
た
。
憤
激
も
な
か
っ
た
。
憂ゆ

う
う
つ鬱

も
な

か
っ
た
。
恥
辱
も
な
か
っ
た
。
た
だ
彼
の
忘
我
の
心
の
中
に
は
、
い
い
よ
う
の
な
い
快
感
の
み
が
存
在
し
た
。

　

彼
の
な
お
も
猛
然
た
る
跳
躍
の
中
に
幕
は
閉
じ
た
。
見
物
の
喝
采
は
ま
だ
鳴
り
響
い
て
い
た
。
彼
は
す
っ
か
り

Ｄ
マ
ン
エ
ツ
し
た
。
そ
し
て
④
揚
々
と
し
て
縫
ぐ
る
み

0

0

0

の
ま
ま
、
舞
台
を
引
上
げ
て
来
た
。
す
る
と
そ
の
暗
い
書か
き
わ
り割
の
陰

で
、
不
意
に
彼
の
片
手
へ
縋す

が

り
附
く
者
が
あ
っ
た
。
彼
は
ち
ょ
っ
と
吃び

っ
く
り驚

し
て
、
縫
ぐ
る
み

0

0

0

の
覗の

ぞ

き
穴
か
ら
、
そ
っ
ち

を
見
や
っ
た
。
そ
こ
に
は
彼
の
息
子
の
亘
が
、

　
「
お
父
さ
ん
！
」
と
い
っ
て
立
っ
て
い
た
。

　

深
井
は
得
意
の
絶
頂
か
ら
、
忽た

ち
まち
に
し
て
愧き

ち恥
の
ど
ん
底
に
放
り
込
ま
れ
た
。
彼
は
彼
の
息
子
の
前
で
、
縫
ぐ
る
み

0

0

0

の
中
の
顔
を
年
甲
斐
も
な
く
真
赤
に
し
た
が
、
再
び
見
下
し
た
息
子
の
眼
に
は
、
こ
の
腑ふ

が

い
甲
斐
な
い
父
の
一
役
を
、

非
難
す
る
よ
う
な
何
物
も
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
父
の
苦
し
い
境
遇
に
同
情
す
る
、
泣
き
た
い
よ
う
な
表
情
が
現
れ
て

い
た
。

　
⑤
「
亘
！
」
深
井
は
思
わ
ず
そ
う
い
っ
て
、
息
子
の
身
体
を
犇ひ

し

と
引
寄
せ
た
。
涙
が
縫
ぐ
る
み

0

0

0

の
虎と
ら
ふ斑
を
伝
う
て
ぼ

ろ
ぼ
ろ
と
落
ち
た
。
⋮
⋮

　

こ
う
し
て
虎
と
人
間
の
子
と
は
、
暗
い
背
景
の
陰
で
暫し

ば

し
泣
き
合
っ
た
。

︵
久
米
正
雄　
﹃
虎
﹄
よ
り
︶

　
　
　
　
︹
注
︺�

知
ら
せ
の
柝き�

⋮��

舞
台
転
換
や
道
具
が
変
わ
る
時
、
合
図
に
打
つ
拍
子
木
。

　
　
　
　
　
　

�

大
向
う　
　

�

⋮��

劇
場
の
立
見
の
場
所
、
即
ち
一
幕
見
の
観
覧
席
。

　
　
　
　
　
　

�

書
割　
　
　

�

⋮��

大
道
具
の
一
。
背
景
の
一
種
。
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出
典
：
﹃
日
本
近
代
短
編
小
説
選
大
正
編
﹄
よ
り
久
米
正
雄
﹃
虎
﹄

　
　
　

江
野
敏
郎�

ほ
か
編　

岩
波
書
店

　
　
　

１
８
１
ペ
ー
ジ
１
２
行
目
か
ら
１
８
６
ペ
ー
ジ
１
２
行
目
ま
で
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（１）�　

∥
線
部
Ａ
～
Ｄ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。

　

（２）　

│
│
線
部
①
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア�　

鮮
や
か
な
銀
色
の
髯
や
薔
薇
の
開
い
た
よ
う
な
鮮
紅
色
の
口
の
中
を
見
て
、
自
分
と
よ
く
似
た
強
さ
を
虎

が
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
　
　

イ�　

薄
汚
れ
た
毛
並
み
や
だ
る
そ
う
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
様
子
が
、
自
分
の
求
め
る
虎
の
姿
そ
の
も
の
だ
っ

た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
た
。

　
　
　

ウ�　

檻
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
野
性
の
活
力
を
奪
わ
れ
て
い
る
様
子
を
か
わ
い
そ
う
に
思
い
、
そ
の
姿
が
父
か

ら
の
解
放
を
喜
ぶ
自
分
の
息
子
と
似
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
　
　

エ�　

何
と
な
く
気
が
晴
れ
な
い
様
子
で
威
勢
も
な
い
虎
の
姿
を
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
た
が
、
そ
の
情
け
な
く
哀

れ
な
様
子
が
自
分
と
は
あ
ま
り
似
て
い
な
い
と
感
じ
た
。

　
　
　

オ�　

檻
の
中
に
鎖
さ
れ
て
あ
ら
ゆ
る
野
性
の
活
力
を
奪
わ
れ
た
虎
を
か
わ
い
そ
う
に
思
い
、
人
々
に
観
ら
れ
て

も
動
か
な
い
虎
の
姿
が
自
分
の
境
遇
に
似
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

（３）�　

│
│
線
部
②
、③
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の
ア
～
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

　
　

②
「
麗
々
し
く
」

　
　
　
　

ア　

恥
を
知
ら
な
い
さ
ま

　
　
　
　

イ　

い
か
に
も
に
く
ら
し
い
さ
ま

　
　
　
　

ウ　

さ
わ
や
か
で
気
持
ち
が
い
い
さ
ま

　
　
　
　

エ　

こ
と
さ
ら
に
人
目
に
立
つ
よ
う
に
す
る
さ
ま

　
　
　
　

オ　

気
の
毒
で
見
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
か
わ
い
そ
う
な
さ
ま

　
　

③
「
筆
に
ま
か
せ
て
」

　
　
　
　

ア　

そ
れ
ま
で
の
態
度
を
改
め
て
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
る

　
　
　
　

イ　

調
子
に
の
っ
て
書
か
な
く
と
も
よ
い
こ
と
ま
で
書
い
て
し
ま
う

　
　
　
　

ウ　

文
面
の
体
裁
な
ど
を
考
え
す
ぎ
ず
、
筆
の
走
る
勢
い
に
ま
か
せ
る

　
　
　
　

エ　

相
手
が
予
想
し
た
の
と
は
反
対
の
こ
と
を
し
て
相
手
を
出
し
抜
く

　
　
　
　

オ　

束
縛
す
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
、
の
び
の
び
と
自
由
に
振
る
舞
う

　

（４）　

│
│
線
部
④
と
同
じ
気
持
ち
を
表
す
語
句
を
本
文
中
か
ら
五
文
字
で
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

　

（５）�　

│
│
線
部
⑤
の
よ
う
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
深
井
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
と
、
息
子
に
声
を
か
け
ら
れ
た
時
か

ら
こ
の
場
面
ま
で
の
深
井
の
心
情
の
変
化
に
触
れ
な
が
ら
、
九
十
字
程
度
で
説
明
せ
よ
。

　

（６）�　

作
者
・
久
米
正
雄
は
夏
目
漱
石
を
慕
い
集
っ
た
木
曜
会
に
参
加
し
た
一
人
で
あ
る
。
こ
の
木
曜
会
に
参
加
し
て

い
な
い
の
は
誰
か
。
次
の
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア　

芥
川
龍
之
介　
　

イ　

高
浜
虚
子　
　

ウ　

太
宰
治　
　

エ　

寺
田
寅
彦　
　

オ　

森
田
草
平
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